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令和 8年 8月 19日 

名古屋地方気象台 

 

 

令和 8 年 7 月 28 日に愛知県名古屋市中川区から名東区 
及び津島市で発生した突風について（第 2 報） 

～気象庁機動調査班による現地調査の報告～ 

 

7 月 28 日に愛知県名古屋市中川区から名東区と、愛知県津島市で発生した突

風について、それぞれ別の現象として評定し、７月 30日に調査結果を公表しま

した。その後、新たに入手した情報を加えて被害状況等を精査した結果、名古

屋市および津島市で発生した突風は同一の現象により発生したものとして、再

評定を行いましたので、第２報としてお知らせします。 

 

7 月 28 日 14 時 10 分頃、愛知県津島市中一色町（なかいしきちょう）から名

古屋市名東区極楽（ごくらく）にかけて発生した突風の種類はガストフロント

の可能性が高いと判断しました。その強さは風速約 30m/s と推定され、日本版

改良藤田スケールで JEF0に該当します。 

 

１ 突風をもたらした現象の種類 

  この突風をもたらした現象は、ガストフロントの可能性が高いと判断した。 

 （根拠） 

  ・突風発生時に活発な積乱雲が付近を通過中であった。 

・漏斗雲または移動する渦の目撃など、竜巻の発生を示唆する情報は得ら 

 れなかった。 

・突風の発生時にガストフロントの通過に特徴的な観測データが得られた。 

・突風は比較的長時間（10分程度）であったという証言が複数得られた。 

 

２ 突風の強さの評定 

  この突風の強さは、風速約 30m/s と推定され、日本版改良藤田スケールで

JEF0に該当する。 

 （根拠） 

  ・樹木の枝折れ 
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【変更箇所】 

 令和８年７月 30日に公表した報道発表では、愛知県名古屋市中川区から名東

区で発生した突風と、愛知県津島市で発生した突風について、それぞれ別の現

象として評定しましたが、その後、被害状況等を精査した結果、名古屋市およ

び津島市で発生した突風は、同一の現象により発生したものとして評定しまし

た。 

 

 ※この資料は、速報として取り急ぎまとめたものですので、後日内容の一部

訂正や追加をすることがあります。 

 

【参考】日本版改良藤田スケール（JEFスケール） 

 
 
 
 
 
 

 

 

本件の問合せ先： 

名古屋地方気象台 担当：牛島・加藤 

電話：052-751-5124 


